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硫黄島の現状の評価 

活動履歴  

 硫黄島は、直径約10kmの海底カルデラ上に形成された火山島でカルデラの中

央部に広がる平坦な台地状の元山とカルデラ南西縁外の側火山である摺鉢

山(すりばちやま)から成る。長期にわたって非常に速い速度の隆起が続いて

おり、元山で採取されたサンゴの14C年代値が525-770B.P.（1950年を起点と

して525年前から770年前）であったことから（大八木・熊谷，1977）、海水

面付近から当時の標高108ｍまで隆起したとすると、元山は少なくとも数百

年の間、年平均14cmから20cmの速度で隆起したことになる。ただし、1952年

から1968年に元山で年平均33cmの隆起が観測され（小坂・他，1985）、また、

海岸には平均比高約10ｍの海岸段丘が７段から10段認められることから（貝

塚・他，1985）、隆起の加速と停滞を繰り返しながら、長期的に隆起を続け

てきたと考えられる。地熱活動は活発で、井戸ヶ浜や東海岸、北海岸、阿蘇

台陥没孔、ミリオンダラーホールなどで時々水蒸気噴火が発生している。ま

た、近くの海面でも時々変色水が確認されている。 

調査観測結果 

 1970年代から実施されている繰り返し測量によると、元山は2000年代前半ま

で約10年ごとに間欠的な隆起と沈降を繰り返していたが、2000年代後半以降

は連続的に隆起している。1990年代から開始されたGNSS連続観測でも、2006

年以降は連続的な隆起が続いていることを示している。1970年代に開始され

た地震の連続観測によると、隆起活動に伴って多数の地震が発生しており、

隆起速度が速い時期に地震数が多い傾向が認められる。摺鉢山や千鳥ヶ原、

元山には多数の活断層が認められ、隆起の進行に伴い、地表面で見られる断

層のずれが大きくなっている。2013年、2019年、2021年、2023年に実施され

た海底地形調査では、元山付近を中心とする環状断層と推定される断層状の

地形が硫黄島北部～北東部～南部の海底に確認された。また、1991年の調査

結果も含めて比較すると、硫黄島沿岸海域の、北ノ鼻の沖、南東岸沖、千鳥

ヶ浜の沖合、監獄岩と硫黄島の間で海底の隆起が認められた。この隆起した

海域は、陸域で認められる元山を中心としたドーナツ状に変動が大きい隆起

帯の一部であると考えられる。 

 1983年から2024年に島内で採取された火山ガスの分析によると、1983年以降、

マグマ起源のヘリウム供給量の増加を示すと考えられるヘリウム同位体比

（3He/4He）の上昇が認められる。ただし、観測を行えていない期間もあり詳

細な時間変化はわかっていない。 

 最近一年間も、硫黄島の地震活動と地殻変動は継続しているが、過去10年間

の変動と比べると隆起速度は低下している。 
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噴火の事後評価 

 2022年７月に翁浜沖で発生した噴火は、調査開始以降初めて、マグマ噴火で

あることが確認された。海面に噴出した軽石岩塊の全岩化学組成はSiO2: 

61wt%であり、過去に硫黄島で採取された溶岩と同じ粗面岩であった。翁浜

沖でのマグマ噴火は、その後も断続的に続き、噴出物は同様の化学組成を示

した(Miwa et al., 2024)。一連のマグマ噴火により、2023年10月に新島が

形成されたが現在は消失している。 

 硫黄島では、水蒸気噴火の直前に１日当たり数百回を超える地震と10cmを超

える急激な隆起があり、噴火後しばらく沈降が続く活動が認められることが

あるが、顕著な変動がなく水蒸気噴火が発生する場合もある(Ueda et. al., 

2018)。2023年11月に島北東部の海岸で、また、2024年５月に島北西部の井

戸ヶ浜火口でごく小規模な噴火が発生したが、噴火の直前に地震活動や地殻

変動に顕著な変動は認められなかった。井戸ヶ浜火口では噴火後も噴気が観

測されているが、噴気活動は徐々に衰退している。 

現象の解釈及びメカニズムの推定 

 硫黄島の異常な速度での隆起や活発な地熱活動は、硫黄島の地下浅部にマグ

マだまりが存在し、そのマグマだまりへの間欠的・連続的なマグマ注入が起

こっていることによると考えられる。マグマだまりの深さは正確には不明だ

が、震源の深さの下限が約３kmであることから、その深さよりもやや深い場

所にマグマだまりの上端があると推定される。硫黄島で発生する最大規模の

地震（マグニチュード３程度）の振動に最大周期約30秒のVLP振動が常時含

まれていることも、地下浅部に流体が存在していることを示唆している。 

 繰り返し測量によると、元山の間欠的な隆起が続いていた2000年代前半まで、

元山の測量点間の基線長は一定速度での短縮、摺鉢山や釜岩のカルデラ外の

測量点との基線長は一定速度の伸びが観測されていたが、2010年以降はそれ

ぞれ加速している。また、島内のGNSS観測点でも、元山の観測点間の短縮の

加速、摺鉢山の南西方向の動きの加速が認められる。これら2010年以降の加

速と、カルデラ内縁に沿って水蒸気噴火が頻発していること、2022年に南側

の翁浜沖でマグマ噴火が発生したことは、カルデラ内縁でマグマが上昇して

いる可能性を示している。 

想定される火山活動の推移 

 硫黄島は、1980年代から2000年代まで続いていた間欠的な隆起から、2010年

頃に連続的な隆起に変化し、水蒸気噴火の発生も増え、2022年からはマグマ

噴火も発生しており、中長期的に火山活動が活発化する傾向が認められる。

当面は、現在と同じ規模のマグマ噴火が発生する可能性がある。なお、現在

続いている隆起が今後も継続した場合には、現在よりも規模の大きいマグマ
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噴火が発生する可能性がある。一方で、このような隆起の加速は過去にも繰

り返し発生していると考えられることから、現在の隆起速度が低下して沈降

に変化すれば、マグマ噴火の発生する可能性は低下する。 

 これまで水蒸気噴火が発生している海岸付近では、引き続き、水蒸気噴火が

発生する可能性がある。 

 また、元山及び摺鉢山の地殻変動の加速は続いたままであることから、地表

面で見られる断層のずれの拡大は続くと考えられる。 
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硫黄島の調査研究方策 

 硫黄島の評価のために機動的な調査観測を含めた以下の調査研究が必要であ

る。 

 今後の噴火の規模を評価するための、硫黄島の地下浅所へのマグマ貫入

状況の把握に向けた、地殻変動や地震等の連続観測による隆起速度等の

変化や長周期の地震動の発生状況の解析。 

 今後の噴火の推移を評価するための、発生した噴火にマグマがどの程度関

与しているかの把握に向けた、噴出物の構成物や化学組成、火山ガス組成

等の分析。 

 今後の噴火の位置等を評価するための、地熱域や地殻変動の分布の把握に

向けた、衛星や航空機による熱や地殻変動の分布の面的な解析。 
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 硫 黄 島 
（2023 年８月～2024 年 11 月） 

翁浜沖では 2023 年 10 月から 2024 年７月にかけて、休止期を挟みながら繰り返し噴火が発生した。

2023 年 10 月下旬から始まった噴火では、黒色の水柱や噴煙を伴う噴火が 12 月上旬まで続き、爆発音

や空振を伴う噴火も観測され、噴出したマグマにより新たな陸地が形成され成長した。噴火が一旦休

止した 2023 年 12 月中旬以降、新たな陸地は波浪による侵食でその面積は徐々に小さくなり、2024年

10 月には新たな陸地は確認できなくなった。 

島内では、2023 年 11 月に島北東部の海岸で、2024 年５月３日から 19 日にかけて島北西部の井戸

ヶ浜火口でごく小規模な噴火が発生した。噴火後も井戸ヶ浜火口では噴気が観測されているが、噴気

活動は徐々に衰退している。 

長期的に島全体の隆起を示す地殻変動が継続しているが、2020 年後半から隆起速度が時間ととも

に低下している。 

なお、2025 年１月 28 日から翁浜沖で噴火が確認されており、２月２日頃から軽石と思われる浮遊

物が観測されている（期間外）。 
 

 

イベントの種別 年代（色） 海岸線 

△ 噴火（噴出物がごく少量のものを除く）   ～1970 年     1978 年 

▽ 噴火（規模不明）   1971 年～1990 年 2016 年 

◇ 詳細不明イベント   1991 年～2010 年 

○ ガス噴出イベント・熱水噴出イベント   2011 年～2015 年 

☆＊1 海底噴出イベント   2016 年～2020 年 

☆＊2 噴煙イベント   2021 年～ 

☆＊3 濃い変色水が円形に広がるように海面上に湧出 

☆＊4 大規模な変色水の新たな出現 

図１ 硫黄島 過去に噴火等が確認された地点及びそれらにおいて確認された現象 

噴出地点及び各噴出地点で確認された現象は、関・他(2024)＊（2023 年８月まで）及び気象庁、海上自衛隊及び防災科学

技術研究所（2023 年９月以降）の観測を基に記載。青及び橙破線はそれぞれ 1978 年及び 2016 年の海岸線。  

*関 晋・長井雅史・及川輝樹 (2024) 2002 年から 2023 年 8 月における硫黄島の噴出地点．地質調査総合センター研究

資料集, no.755, 12p.+1 file 
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（https://www.gsj.jp/publications/pub/openfile/openfile0755.html）． 
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図２（前ページ） 硫黄島 火山活動経過図（2011 年３月８日～2024 年 11 月 30 日） 
噴火は関・他(2024)及び気象庁、海上自衛隊及び防災科学技術研究所の観測を基に記載。千鳥観測点（地震計・空振計）

は 2018 年９月 22 日から 2019 年１月 28 日までと、2020 年９月 15 日から 2021 年８月１日まで、障害のため欠測とな

り、これらの欠測期間中では、硫黄島における地震検知能力が低下している。 

 

・海上自衛隊硫黄島航空基地隊によると、2021 年以降、翁浜沖（図１赤枠）で噴火が断続的に発生して

いる。期間中（2023 年８月～2024 年 11 月）、2023 年 10 月下旬から同年 12 月上旬にかけて発生した

噴火は、これまでより規模の大きい噴火であった（図５）。翁浜沖での噴火活動は 12 月 11 日以降一

旦停止したが、その後も、2023 年 12 月 31 日から 2024 年１月６日、2024 年２月 28日から４月 19日、

及び 2024 年７月 15日から同月 21日にかけても噴火が発生した。 

・翁浜沖以外でも、2023 年 11 月 18 日に島北東部の海岸（図１緑枠）で、2024 年５月３日から 19日に

かけて島北西部の井戸ヶ浜（図１青枠）でごく小規模な噴火が発生した。井戸ヶ浜の噴火では、高さ

が最大で 200ｍ程度の土砂噴出を観測した。 

・期間中、火山性地震は、一時的な増加はあったものの、やや少ない状態で経過した（①、②）。 

・2021 年からの翁浜沖の噴火に伴い、単色型微動が増加することが明らかになっている（③）。 

・GNSS 連続観測では、長期的に島全体の隆起が継続している。2012 年４月及び 2018 年９月には、地震

の増加とともに数日程度の短期間で大きな地殻変動が観測された（矢印）（⑥）。 
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図３ 硫黄島 火山活動経過図（2023 年８月１日～2024 年 11 月 30 日） 
 

・2024 年５月に噴火が発生した井戸ヶ浜火口の噴気活動は、徐々に減衰している（①）。 

・阿蘇台陥没孔の噴気活動は低調に経過している（②）。 

・2024 年７月 22 日以降、翁浜沖で噴火は確認されず、これまで翁浜沖の噴火に伴い観測された単色型

微動はほとんど発生していない（③）。 

・火山性地震は一時的な増加があるものの、概ね少ない状態で経過した（④）。 

・GNSS 連続観測によると長期的に島全体の隆起が継続している。短期的には隆起速度の停滞、または低

下する期間がある（⑥）。 

 

 

 

 

 

井戸ヶ浜の噴火 井戸ヶ浜の土砂噴出 

翁浜沖の噴火 
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2023/10/22 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 2023/11/３ 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 

2023/11/６ 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 2023/11/24 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 

2024/１/２ 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 2024/3/30 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 

2024/7/17 海上自衛隊硫黄島航空基地隊提供 2024/10/22 海上保安庁提供 

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(e) 
(f) 

(g) (h) 
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図４（前ページ） 硫黄島 翁浜沖の状況（2023 年 10 月～2024 年 10 月） 
噴火に関する情報は海上自衛隊硫黄島航空基地隊による。 

 

・(a) 2023 年 10 月 21 日から翁浜沖で噴火活動開始。黒色の噴出物を含んだ水柱や噴煙が数分間隔で発

生。変色水や軽石の浮遊も確認。空振を伴う単色型微動が増加し（図７－１）、同年 10月 26 日をピー

クに減少。 

・(b) 2023 年 10 月 30 日に新たな陸地の形成を確認。噴出が徐々に増大し同年 11 月３日には数秒間隔

で噴出。立ち上がりが明瞭な空振が増える（図５）一方で、単色型微動の振幅は小さくなる（図７－

２）。 

・(c) 2023 年 11 月４日より身体に感じる程度の爆発音、空振を伴う噴火が数分間隔で発生し、同月９

日まで続く(図５)。噴火に伴う空振により励起された震動を観測（図７－３）。 

・(d) 2023 年 11 月 12 日に陸地のやや西寄りから噴火が再開。同月 24 日には最大噴煙高 400ｍを観測

（図５）。小休止を挟みつつ 2023 年 12 月 10 日まで断続的に噴火。単色型微動や空振を観測（図７－

４及び７－５）。 

・(e) 新たな陸地は 2023 年 11 月下旬にかけて拡大するも波浪による浸食で徐々に縮小。12 月 31 日に

噴火が再開し、2024 年１月 6日まで断続的に噴火が確認された。 

・（f）2024 年２月 28 日に噴火が再開し、４月 19 日まで断続的に噴火が確認された（図５）。海上保安

庁が３月 16 日に実施した上空からの観測では、「新たな陸地」は浸食により面積が減少し、ごくわず

かな固結部のみが残存していることを確認。 

・(g) 2024 年７月 15 日から同月 21 日にかけて単色型微動や空振を伴う噴火が確認された（図５）。 

・（h）海上保安庁が 2024 年 10 月 22 日に実施した上空からの観測では、「新たな陸地」は確認できなか

った。 
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図５ 硫黄島 火山活動経過図（2023 年 10 月１日～2024 年７月 31 日） 
噴火に関する情報は海上自衛隊硫黄島航空基地隊による。 

 

・2023 年 10 月以降の翁浜沖の噴火について、噴出高、噴煙高及び空振振幅を考慮すると、2023 年 10 月

下旬から同年 12 月上旬にかけて発生した翁浜沖の噴火は、他の期間の翁浜沖の噴火と比較して規模

の大きい噴火であった。 

・翁浜沖の噴火活動に関連する火山性地震の発生頻度の変化は確認できない。 

・GNSS 連続観測では、島全体の隆起が継続しているが、2023 年 11 月下旬に一時的に沈降した（最下段

の青矢印）。 
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図６－１ 硫黄島 GNSS 連続観測結果（2014 年３月１日～2024 年 11 月 30 日） 

（国）：国土地理院 

グラフの空白部分は欠測 

 

・長期的に島全体の隆起が継続している（①②）。 

・長期的に③及び④の基線長に伸びがみられるが、主に硫黄島２（国）観測点で南方向の変位が継続し

ていることに対応する。 
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図６－２ 硫黄島 父島 A（国）を基準とした場合の各年の比高変化（2020 年～2024 年 11 月 30 日） 
（国）：国土地理院。グラフの空白部分は欠測。欠測期間が長いため、2021 年及び 2024 年の北ノ鼻南の比高変化は表示

していない。 

 

・2020 年後半から島の隆起速度が時間とともに低下している。 

 

 

 
 

図６－３ 硫黄島 父島 A（国）を基準とした場合の硫黄島２（国）の各年の南北変位 

                          （2020 年～2024 年 11 月 30 日） 
（国）：国土地理院。グラフの空白部分は欠測。 

 

・2020 年後半から硫黄島２（国）の南向きの変動速度が時間とともに低下している。 
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図７-１ 硫黄島 2023 年 10 月 25 日に観測された単色型微動及び空振 
a 及び b は 21 時 00 分から 21：29 分に千鳥観測点で観測された単色型微動及び空振波形をそれぞれ示す。c

は各地震観測点及び千鳥観測点の空振計で観測された地震・空振波形を示す。 

・2023 年 10 月 21 日から開始した翁浜沖の噴火活動の初期には、噴火により発生した単色型微動に伴

い、比較的長い周期を持つ空振波形が主に 10月末まで観測された。このような特徴を持つ空振波形は、

2022 年や 2023 年６月の翁浜沖の噴火活動でも観測された。 

 

 

 

 

(a) 

(b) 

(c) 

100 μm/s 1 Pa 
眼鏡岩 UD 

摺鉢山 UD 

千鳥 UD 

千鳥空振 

21:24:00 21:25:00 

10 sec 

10 sec 
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図７-２ 硫黄島 2023 年 10 月 29 日に観測された単色型微動及び空振 
a、b 及び cいずれも図７-１と同じ内容を示す。 

・2023 年 10 月 30 日に東京大学地震研究所が上空から行った観測によると、翁浜沖の噴出地点のすぐ北

側に新たな陸地が形成されたことを確認した。この陸地の形成期にあたる期間では単色型微動の振幅

が小さくなる傾向がみられ、微動に伴う空振波形への高周波成分の重畳が主に 2023 年 11 月１日まで

の期間でみられた。 

 

 

 

(a) 

(b) 

(c) 

100 μm/s 1 Pa 
眼鏡岩 UD 

摺鉢山 UD 

千鳥 UD 
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10 sec 
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図７-３ 硫黄島 2023 年 11 月４日に観測された単色型微動及び空振 
a、b 及び cいずれも図７-１と同じ内容を示す。 

・2023 年 11 月４日から同月９日にかけて、爆発音や身体で感じる空振を伴う噴火が数分間隔で発生し

たが、この期間、単色型微動の振幅は陸地の形成期（図４）と比較してさらに小さくなった。 

・一方、噴火に伴う空振の振幅が大きくなり、地震計では空振が励起したと考えられる高周波の地動を

記録するようになった。 

・海上保安庁が 11月 10 日に実施した観測によると、新たな陸地に形成された火砕丘から上昇する噴気

が確認された。このことから、それまで海面下で発生していた噴火が海面上の火砕丘から発生するこ

とにより、噴火に伴う空振の振幅が大きくなったとも考えられる。 

 

(a) 

(b) 

(c) 

100 μm/s 1 Pa 
眼鏡岩 UD 

摺鉢山 UD 

千鳥 UD 

千鳥空振 

02:2900 02:30:00 02:31:00 

10 sec 

10 sec 
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図７-４ 硫黄島 2023 年 11 月 24 日に観測された単色型微動及び空振 
a、b 及び cいずれも図７-１と同じ内容を示す。 

・2023 年 11 月９日から噴火の発生は観測されず、単色型微動及びそれに伴う空振もの発生頻度も少な

くなり、かつそれらの振幅も小さくなったが、同月 11日より単色型微動の発生が再び目立つようにな

った。海上保安庁が 2023 年 11 月 23 日に実施した観測では、新たな陸地は南北約 450ｍ×東西約 200

ｍまで成長し、形成された火砕丘から間欠的に噴煙が高度約 200ｍまで上がるようなマグマ水蒸気噴

火が確認された。 

・地震計では単色型微動に先立ち高周波成分の震動が観測され、その震動にはパルス状の空振波形が伴

った。 

(a) 

(b) 

(c) 
100 μm/s 1 Pa 

眼鏡岩 UD 

千鳥 UD 

千鳥空振 
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10 sec 

10 sec 
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図７-５ 硫黄島 2023 年 12 月７日に観測された単色型微動及び空振 
a、b 及び cいずれも図７-１と同じ内容を示す。 

・海上保安庁が 2023 年 11 月 23 日以降に実施した観測によると、翁浜沖の噴火地点に新たに形成され

た陸地の面積は波浪による浸食で減少していることが確認されている。 

・新たな陸地の面積に縮小が見られる中、単色型微動の卓越周波数と同じ約１Hz 及びその高調波からな

る空振が 2023 年 11 月末から 12 月上旬にかけて観測された。 

 

 

 

(a) 

(b) 

(c) 

100 μm/s 1 Pa 
眼鏡岩 UD 

千鳥 UD 

千鳥空振 

06:20:00 

摺鉢山UD（欠測） 

天山 UD 
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10 sec 

10 sec 
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図８ 硫黄島 観測点配置図 
GNSS 基線（Ａ～Ｅ）は図２、３及び６の基線に対応している。 

 

 

  

基線Ｆ 

（至 父島Ａ（国）） 

基線Ｂ 

（至 父島Ａ（国）） 基線Ａ 

（至 父島Ａ（国）） 
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気象庁資料に関する補足事項 

 

１.データ利用について 

・資料は気象庁のほか、以下の機関のデータも利用して作成している。 

 国土地理院及び国立研究開発法人防災科学技術研究所 

 

２．地図の作成について 

・資料内の地図の作成には、国土地理院発行の『電子地形図（タイル）』を使用した。 
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硫黄島周辺の各観測局情報

硫黄島周辺　GNSS連続観測基線図
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硫黄島

第４回火山調査委員会 国土地理院

「硫黄島１」及び「Ｍ硫黄島Ａ」では隆起が、「硫黄島２」では南向きの変動が
継続しています。

点番号 点名 日付 保守内容
2021-02-24 受信機交換
2023-03-28 受信機更新
2023-03-28 受信機更新
2024-01-09 受信機交換
2024-11-21 伐採

149086 M硫黄島A 2021-02-24 受信機交換
052007 父島A 2021-12-05 受信機更新

2024-08-07 レドーム開閉

960604 硫黄島１

960605 硫黄島２
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●---[F5:最終解] 国土地理院



第４回火山調査委員会 国土地理院

成分変化グラフ（長期） 成分変化グラフ（短期）

成分変化グラフ（長期） 成分変化グラフ（短期）

硫黄島※電子基準点の保守等による変動は補正済み
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(6) 硫黄島１(960604)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　斜距離 基準値：2252.871ｍ
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●---[F5:最終解] 国土地理院



国土地理院

国土地理院

硫黄島周辺の地殻変動（上下：３か月）　

硫黄島周辺の地殻変動（水平：３か月）　

国土地理院第４回火山調査委員会

硫黄島

基準期間:2024-08-21〜2024-08-30[F5:最終解]
比較期間:2024-11-21〜2024-11-30[F5:最終解]

固定局:父島Ａ(052007)
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比較期間:2024-11-21〜2024-11-30[F5:最終解]
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第４回火山調査委員会 国土地理院

硫黄島※電子基準点の保守等による変動は補正済み

2006-03-19 移設
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(1) 父島Ａ(052007)→硫黄島１(960604)　比高 基準値：64.046ｍ
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成分変化グラフ
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(2) 父島Ａ(052007)→硫黄島２(960605)　比高 基準値：109.441ｍ

期間: 1997-04-01〜2024-11-30 JST
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第４回火山調査委員会 国土地理院

硫黄島※電子基準点の保守等による変動は補正済み
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　東西 基準値：-89456.200ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　南北 基準値：-253426.100ｍ
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(3) 父島Ａ(052007)→Ｍ硫黄島Ａ(149086)　比高 基準値：3.278ｍ
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第４回火山調査委員会 国土地理院

硫黄島の干渉SAR時系列解析結果（南行）
島の東側の地点A周辺において、衛星に近づく変動が見られます。
元山の地点B周辺及び地点D周辺において、衛星に近づく変動が見られます。

ALOS-2衛星名
2014-08-18

～
2024-08-05

観測期間

37.2°入射角
54データ数
130干渉ペア数
約 30 m空間分解能

地点A・B・C・Dにおける衛星-地表視線方向の変位の時系列

本解析で使用したデータの一部は、火山噴火予知連絡会衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

衛
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ら
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る

衛
星
に
近
づ
く

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

変位速度（解析期間：2014-08-18～ 2024-08-05）

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

A

B

背景：地理院地図標準地図
陰影起伏図・傾斜量図

干渉SAR時系列解析手法：SBAS法

電波照射方向

衛星進行方向

☆ 参照点：釜岩付近

硫黄島

☆

D

C



第４回火山調査委員会 国土地理院

硫黄島の干渉SAR時系列解析結果（北行）
島の東側の地点A周辺において、衛星に近づく変動が見られます。
元山の地点B周辺及び摺鉢山の地点C周辺において、衛星から遠ざかる変動が見られます。

ALOS-2衛星名
2014-11-09

～
2024-08-18

観測期間

33.6°入射角
41データ数
73干渉ペア数

約 30 m空間分解能

地点A・B・C・Dにおける衛星-地表視線方向の変位の時系列

本解析で使用したデータの一部は、火山噴火予知連絡会衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。
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◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

変位速度（解析期間：2014-11-09～ 2024-08-18）

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

A

B

背景：地理院地図標準地図
陰影起伏図・傾斜量図

干渉SAR時系列解析手法：SBAS法

☆ 参照点：釜岩付近

硫黄島

☆

D

C

衛星進行方向

電波照射方向



第４回火山調査委員会 国土地理院

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：釜岩付近

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点
☆ 参照点：釜岩付近

硫黄島の2.5次元解析結果（2014年～2024年）
元山の周囲において隆起が見られます。また、阿蘇台断層の東側において東向きの
変動が見られます。

本解析で使用したデータの一部は、火山噴火予知連絡会衛星解析グループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

硫黄島
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

準上下方向

準東西方向

解析ペア：2014-08-18～2024-08-05（東→西）、2014-11-09～2024-08-18 （西→東）

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

☆

☆


